
「奈良大学情報処理センター年報No .9」

在外研修先での情報 ・通信活動

社会学部社会学科 西 脇 ニ ー

はじめに

平成9年4月 か ら9月 まで の半 年 間、 短期在外 研修 と して スペ イ ンの マ ドリッ ドに滞在

した。 その 間、各種 の連絡 や デー タの収 集の ため に、 イ ンターネ ッ トを は じめ と して各 種

の情報 ・通信 メデ ィアを利 用 した。海外 での事例 と してそ の概 要を紹 介 し、 イ ンターネ ッ

ト時代 の情報 ・通信 活動 につ いての感想 を述べ てみ たい。

新聞

マ ドリッ ド市 内の売店 で はスペイ ン語 以外 に英 語、 フラ ンス語、 ドイ ツ語 など ヨー ロ ッ

パ言語 の新 聞 も手 に入れ るこ とが で き る。 しか し、 スペイ ン語 以外 は 日刊紙 は少 な く、 日

曜版 しかお いて いない ことが多 い。大 きな店で は、 中国語、 ア ラ ビア語、韓 国語 な どの新

聞 もおいて あ るが 、 日本語 の新 聞 はおいて ない。 日本語 の新 聞 は、大 きなホ テルで数 回読

ませ て も らった だけで あ る。

滞在 中 に新 聞を読 む ことはほ とん どな く、大 きな事件(ペ ル ーの 日本 大使 館の 解放 、E

TAに よ る誘 拐 した議 員 の殺害 な ど)が あ った時 に、大学 の ス タ ッフに教 え て も らって、

スペ イ ン語 の新 聞の見 出 しや写 真を見 る くらいであ った。従 って、新 聞 を通 して得 た情報

は極 めて少 なか った。

但 し、後 で述べ るよ うに、 イ ンターネ ッ ト上 の新 聞 はず いぶ ん利 用 させ て も らった。

テ レビ

私 のアパ0ト に は衛星放 送 も見 る ことので きる共聴 ア ンテナが設 置 されて お り、 それ ら

がUHFお よびVHFの チ ャ ンネ ルに割 り当て られ てい た。 家具付 の アパ ー トで あ るが テ レ

ビはつ いて お らず 、 レンタルす るか購入 す るか しなけれ ばな らない。 レ ンタルだ と1ヶ 月

5000ペ セ タで あ るのに対 して、電 化製 品の値 段 は 日本 よ り高 めであ って も、14型 テ レビで

あれ ば25000ペ セ タそ こそ こで購 入で き るので 、購 入す る こと と した。4月 に入 居 した時

点 で は、 スペ イ ン語放 送が7チ ャ ンネ ル(う ち1チ ャ ンネル はメキ シコか らの衛 星放送)、

英語 放 送2チ ャ ンネル(BBCとCNN)、 ドイツ語 放送1チ ャ ンネ ル、 ア ラ ビア語 放 送1

チ ャ ンネル(モ ロ ッコか らの衛 星放 送)、 お よび スペ イ ン語 中心で 時 々他 国語 も放送 す る
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1チ ャネ ル(ユ ー ロス ポー ツ)の12チ ャ ンネルを視 聴 してい たが 、 この うちの アラ ビア語

放 送 は、6月 に共 聴 ア ンテナが故 障 した 時に、 イタ リア語 放送 に切 り替え られて しま った。

テ レビで は音声 だ けでな く画像 や0部 の文 字 も送 られ て くるので、 音声 だ けの ラ ジオ よ

りは理解 しやす い。 英語 のBBCやCNNは 定時 にニ ュー一スを 流 して お り、 同 じニ ュー スを

何度 か見 れば 内容の大 筋 は理 解で きる し、その他 の言語 で も画 像か ら内容 が あ る程 度 は推

察 で きる。従 って、滞 在 中にお け る世界 のニ ュー スは大 部分 をテ レ ビで入 手 した。 ただ、

日本 のニ ュースが取 り上 げ られ るこ とは極めて少 な く、橋本首 相 の中国訪 問、九 州 の台風

被害 、東 京湾 の タ ンカ ー事 故 な ど、数 え るほど しか なか った。

滞在 中、 スペ イ ン国 内 は静穏 で、ニ ュー スは概要 さえ分 かれ ば良 く、 テ レ ビだ けで充分

だ ったが、 や は り外 国語 だ けで は細 かな所 まで は理解 で きない ことを思 い知 らされ た。 今

回 は、 出発前 に買 い に行 くことがで きず、結 局 そのま ま とな って しま ったが 、政情 不安 の

あ る地域 に滞在す る際 は、緊急 時 の情 報入手 用 にラ ジオ ジャパ ンを聴 くことので きる携 帯

ラ ジオ は必 須で あ ろ う。

イ ン タ ー ネ ッ ト

UniversidadComplutensedeMadridは スペ イ ンの国 立大 学 の 中で2番 目に学生 数 の

多 い大学 で あ る。学 内 には計 算機 セ ンターの ほか に もい くっ かの サーバ ーが あ り、 それ ら

がLANで 結 ば れ て い る。 滞 在 中の 私 の身 分 は訪 問教 授(VisitingProfessor)と い う こ

とで、 ネ ッ トワー クを 自由に使 わせて も らうことがで きた。

た だ し、パ ソコ ンが 日本 国 内に比べ て高価 なため 、岩石学 地球化 学教室 には共同利 用 の

パ ソ コン しか な く、個 人研 究室 で利用す るため にはパ ソコ ンを用意 す る必 要 があ った。 ま

た、現地 にはスペ イ ン語 お よび英 語対 応の もの しか な く、 日本か らの電 子 メール等 を扱 う

ため に は 日本 語対 応のパ ソコ ンを 日本 か ら持参 しなけれ ばな らなか った。 さ らに、 日本 語

対 応 の もの で スペイ ン語 や フ ラ ンス語 な どのホ ームペ ー ジを ア クセ スす る と文字化 け して

しま うことが 分 か った。結 局 、英語Windows'95を イ ンス トール した もの と、 日本 語Win

dows'95を イ ンス トール しもの の2台 を用意す る こと とな った。 また、 日本 への書 類提 出

用 に 日本語 対応 の プ リンター も用意 す る こととな った。

日本 国内で海 外仕様 の機器 を用意 す る ことは以外 と面倒 で あ った。 は じめ は現 地 の電 圧

(220V)に 合 うもの で あれ ば良 い と思 って いたが 、部 品 毎の 仕様 と して は対 応 して い て

も製品全 体で は対応 して いなか った り、仕 様 的に は対 応 していて も海外使 用 は保 証 で きな

い とされ てい る ことがあ って、 製品 の選択 の余地 がか な り制 限 され た。 電圧 の200Vと220

Vの 差 が 障害 とな って、機器 が使 用不能 とな る ことさえ あ った。

LANへ の 接続 につ い て は、 ハ ー ド的 には全 く問題 な か ったが 、IPア ドレス、DNS、
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ゲ ー トウ ェイな どの設定 にあ た って、必 要 な情 報が なかな か手 に入 らず 、四苦八 苦 した。

これ らの情 報 は大 学の ス タ ッフの 中で も特定 の人 しか理解 してお らず、 それ以外 の人 に聞

くと全 く要 領を得 ず、 時間 ばか りかか って しま うとい う状 態 はど こで も共通 のよ うであ る。

ネ ッ トワー クに接続 で きて か らはか な りスム ーズに仕事 がで き るよ うにな った。 日本語

対応 の機械 で 日本 との電 子 メール および 日本語 の デー タの転 送等 を行 い、英語対 応 の機械

で英 語の デー タの変換 と転送 およ び国際デ ー タベ ースへ のア クセスな どを行 った

マ ドリッ ドの サ ーバ ー によ る電子 メール の送 受信 は特 に問題 はなか った。 ただ、夏 休 み

中にPOPサ ーバ ーが ダ ウ ン し、担 当職 員が 休 暇で い な いため 、1週 間以上 にわ た って 回

復 しなか った時 は困 った。英 語 の電子 メー ルの方 はPOPサ ーバ ーを使 わ な いで読 む こ と

が で きるが 、 その方式 で は 日本 語が化 けて しま う。 その 間の 日本語 の電子 メール につ いて

は、 やむ を得ず奈 良大学 のサ ーバ ー経 由で送受 信す る羽 目とな った。

しか し、 奈良 大 学 の サ ーバ ー(daibutsu.nara-u.ac.jp)に 入 って い る電 子 メ ール を

読 も うと して も、平 日の昼 間はスペ イ ンか らの 出口が混ん でお り、 ほ とん ど不可 能 であ っ

た。 時 間をず らせ ば と考え たが 、時差 の関係 で、 スペ イ ンの早朝 は 日本 の ビジネ スア ワー

に当た り、夜 はア メ リカの ビジネ スア ワーに当た るため、大 学 にい る ことの で きる夜9時

まで頑張 って も読 め ない こ とが多か った。結局 、大 学の建物 お よび教室 に 出入 りす るため

の鍵 の交付 を受 けて、土 曜 日か 日曜 日に読 む しか なか った。在外研 修 中 は現地 の電 子 メー

ルア ドレスを使 う ことを連絡 して おいた ことと、奈 良大学 内の事務 連絡 用 メー リング リス

トか らア ドレスを外 してお いて もらった ことで、奈 良大学 のサ ーバ ーに は余 り多 くの電 子

メールが入 らなか ったので 、毎週0回 だ けの メールチ ェックで何 とか な った。

英 語 の電子 メー ル は、相 手 の サーバ ーに よ って は添 付 フ ァイル が認 識 で きな い こ とが

時 々あ った ことを除 けば、特 に問題 なか った。 しか し、 フラ ンス語 のア クサ ンのよ うな特

殊 記号 の混 じった メール を受 ける と文字化 けす るこ とに は悩 ませ られ た。 この よ うなメ ー

ル は、言 語設 定 を ヨー ロ ッパ 言語 と して お いて も、 日本語Windowsの 方 で受 けれ ば か な

りの確 率 で文 字化 けす る。一 方 、英語Windowsの 方で受 けれ ば文字 化 けは ほ とん どな い

が、 そのか わ り同時に入 って きた 日本語 の メールが読 めな くな って しま う。文字 化 けが ひ

ど くて ど うに もな らない時 は、 やむ を得ず 、発信 者 に もう0度 送 って も らって 英語Wind

OWSの 方で受 け直す ことに して いたが 、そ うい う時 に限 って 日本 語 の メール も入 ってい て、

そ ち らが化 けて しま うとい うこと も多 か った。

日本語 の電 子メー ルにつ いて は、2月 の事前 打 ち合 わせ の際 はLAN-PCカ ー ドの規格

が あわ なか った ため 、 日本語 は添 付 フ ァイルで しか送 れ な い とい う状 況 で あ ったが、LA

N.PCカ ー ドを取 り替 え た4月 以降 は、 日本 語Windowsの 方 で送 受信 す れ ば問題 なか っ

た。 た だ、 送信 先 の機種 とOSの 関係 で、 スペ イ ンか らメール本文 で 送 った 日本 語 は読 め

ず、 日本語 の メ ッセ ー ジは添付 フ ァイル に しな けれ ばな らな い ことが あ った。奈良 大学 と
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の事務連 絡 で も、 メール本文 に は英語 または ローマ字で用 件の概 要を記 入 し、 日本 語 メ ッ

セー ジその もの はの添付 フ ァイル を送 る とい うことが何度 か あ った。

日本 語の電 子 メー ルがで きるよ うにな ったので、研 究面 お よび事務面 の 日本 との連絡 は

全 て電子 メー ルで 行 うこ とが で きた。 留守 宅 に も 日本語Windowsの パ ソ コ ンを置 き、 プ

ロバ イ ダー と も契 約 を して おい たので、家族 との連 絡 も全 て電子 メールで行 うこととな っ

た。 時差 の関係 で、朝8時 に大学へ 行 って も、 日本 で はす で に午 後3時 にな って い るので、

す ぐに メール を読ん で返信 しな い と、 その 日の ビジネスア ワー中 に届 か ないので 、結構 気

忙 しい毎 日で あ った。 ちなみ に、マ ドリッ ドは経度 的 に はロ ン ドンよ りも西 にあ るに も拘

わ らず、 ヨー ロ ッパ標 準時 間を採 用 してお り、 さ らに、夏時 間 も採 用 されて い るた め、 日

本 での感 覚 とは2時 間 ほ どずれ てお り、 真夏で も日の出 は朝8時 過 ぎで あ る。

ヨー ロ ッパ お よびア メ リカのホ ームペ ー ジへ のア クセ スは、 ビジネ スア ワー には多 少遅

くな るが、 それで も日本 か らのア クセス よ りはず いぶ ん早 く、相 当大 きなデ ー タで もダ ウ

ンロー ドす るこ とがで きた。 ナ ビゲー シ ョンの手続 きその もの は 日本 国内か らと変 わ らな

いが 、 ス ピー ドが速 いため、迅 速 に作業 を進 め る ことがで きた。

日本 の ホー ムペ0ジ へ の ア クセ スは、平 日の昼間 はか な り遅 くな り、 とて も仕事 にな ら

な い ことが 多か ったが 、夕方7時 を過 ぎる とかな りスム ーズ にな る。画 像が多 く含 まれ て

い る大 きなペ ー ジは読 む こ とが で きない ことがあ り、その場 合 は、電子 メール と同様、週

末 にア クセスす る しか なか った。

FTPな どで のデ ー タ転送 に当 た って は、圧 縮 フ ァイルに して フ ァイル サイズ を小 さ く

す るのが常 識で あ るが 、圧縮形 式 および解 凍プ ロ グラムのバ ー ジ ョンの違 いな どで 、せ っ

か く送受信 した フ ァイルが開 けな い とい うことが あ った。 異 な った形式 の圧 縮 フ ァイ ルを

送受信 す るこ とで解決 で き ることが 多か ったが、 ど うして も駄 目な場 合 は、 圧縮 して いな

い大 きなサ イ ズの フ ァイ ルを 、週 末 に時 間 をか けて送 受 信 しな けれ ば な らな い こ と も多

か った。

イ ンタ0ネ ッ トは、 研究 だ けで な く、 ニ ュースの入手 に も利 用 させ て も らった。国 際的

な通 信社 の ホームペ ー ジで毎 日の ニ ュースを読 む ことが で き るので 、テ レ ビを補 うもの と

して利用 した。 ダイアナ妃 の事故死 や、火 星探査機 の観 測結果 な ど、滞在 中 に起 きた大 き

な事 件 につ い て は、 主 と してCNNの ホー ムペ ー ジ(www.cnn.com)で 詳細 を知 る こ と

が で きた し、記 事 の中の写 真 も新 聞 に印刷 され た もの よ り精度 の良 い ものを ダ ウ ンロー ド

す る ことがで きた。

また、 日本 の新 聞社の ホー ムペー ジで 、現地 のテ レ ビで は ほとん ど報道 され な い 日本 の

ニ ュー スを入 手で きた。 い くつ かの新 聞社の ホー ムペ ー ジをア クセス したが、 以外 と早 い

ミラー サ イ トの あ った朝 日新 聞(www.asahi.com)を 主 に見 て いた。 こち らは英語Win

dowsの 方 で は、画 像 と して送 られ て くる写 真 や見 出 しな ど は別 と して 、 全 て化 け て し
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ま って 読 めな いの で、 日本語Windowsが 必 須 で あ る。 昼 間 は、研 究 で忙 しいだ けで な く、

ネ ッ トワー クが混 んで い るこ ともあ って、 日本 のニ ュー スは夕 方7時 過 ぎに読 んで いた。

日本 で は深 夜2時 に 当た るので 、そ の 日の最終版 とい うよ りは翌朝 の初版 の 内容 を読 んで

いた ことにな る。 この お陰で、現 地 のテ レビで はほ とん ど報道 されなか った神戸 の 中学生

の殺 人事件 の よ うな ローカル なニ ュースにつ いて、 日本か ら離 れ ていて も詳 し く知 るこ と

がで きた。新 聞社 の ホームペ ー ジは頻繁 に更新 され てお り、ニ ュース速報 のペ ー ジもあ る

ので 、 日本 との 時間差 な くニ ュ0ス を知 る ことがで きるよ うにな って い る。

フ ァ ック ス

出発前 に は、 日本 との時差 や単 身赴任 で あ るこ とも考え て、 フ ァ ックスを アパ ー トにつ

け るつ もりで いた。 しか し、現 地で 日本語 も含 めて電 子 メールが スム ーズ に行 え るよ うに

な った ことと、電 子 メール ア ドレスを持 つ研 究者が多 くな って きた こ とか ら、 フ ァ ックス

は補 助 的に しか使 わ ない こ とにな り、大学 の フ ァックスを利 用 させ て も らうこと と した。

幸 い、 フ ァ ックスの あ る部屋 の鍵 も交付 して も らうこどが で き、休 日や夜 間 で も利 用で き

た。 もっと も、 従来 フ ァックスで送 って いた書 類 の多 くが スキ ャナー入 力 して電子 メー ル

で送 る ことが多 か ったので、 滞在 中に実際 に使 用 したの は、電子 メー ルア ドレスを持 た な

いか また は電子 メールア ドレスが分 か らない人 との連 絡 と、送 られて きた書類 にサ イ ンを

して送 らねば な らない よ うな場合だ けで あ った。電 子 メールの普及 で 、 フ ァ ックスの比重

が 小 さ くな って きた ことを 改めて知 らされ た。

電話

大学 の研究室 の電話 はダイヤ ルイ ンで あ ったが 、隣室 と共 同 とな って いた。隣室 は退 官

教 授室 のた めそれ ほ ど多 くはかか って こないが 、スペ イ ン語で かか って くるので 苦労 した。

英 語で 応対 して分 か って も らえ る場合 はいいの だが、英 語が全 く通 じな い場 合 も多か った。

アパ ー トに は電 話 端子 はあ るが 、電話 機 は取 り外 して あ り、新 たに電話 局 と契約 を しな

けれ ばい けな い状 態 で あ った。 電話 機 は アパ ー トの所 有者 が 預か って い る とい うこ とで

あ ったが、 契約 に行 ってみ る と、 その電 話機 は旧式 のため 、新 しい もの と交換 しな けれ ば

な らない と言 うこ とで あ った。非 居住 者 とい うこ とで、 契約 金 の他 に保証 金(30000ペ セ

タ)も 必要 であ ったが 、 これ は帰国後 に現地 の銀行 口座 に振 り込 んで返 還 された。 ちなみ

に、 この銀 行 口座 は帰 国後3ヶ 月 間残 して おいて、未 払 い分の支 払 いや い くっか の払戻 金

を受 け取 ってか ら、残額 を 日本の 口座 に送金 して も らった。電話 回線 の基本 料金 、通話 料

等 は 日本 とほぼ同 じで あ る。
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日本へ の連 絡 も電子 メールで済 ませ た こともあ り、 これ らの電 話 は共 同研 究者へ の連 絡

に しか使 わ なか った。 ま とめて使 ったの は、アパ ー トの水 道が深 夜 に水 漏れ を起 こ して修

理屋 を探 した 時だ けであ る。結局 、半年 間 の通 話料 は1000ペ セ タ ほど しか なか ったが、 こ

れ は、大 きな事故 な どが なか った おか げで あ る。電 話 は主 に緊急 連絡 用 に引い た もので あ

り、保 険 と同 じで、使 わず に済ん だ ことを喜ぶべ き所で あ るが 、 あま りに も通話料 が少 な

か った ため、基 本料 や契約料 を無駄 に したよ うな気 分で あ る。

電 話 は、直接 相手 と会話 で きる とい う特 徴が あ り、 また、緊 急時 に は最 初 に使 われ る も

の で もあ る。電 話 の役 割 その ものがな くな る ことはないが、通 信手段 の 中で の比重が ず い

ぶ ん下が って きて い る ことを改 めて知 らされ た。

郵便

スペイ ンの郵便 事情 は 日本 と変わ らな い。 配達 も結 構 スムー ズで、料金 も日本 とほ とん

ど同 じで あ る。 ただ、料 金区分 が 日本 ほど細 か くないので 、区分 を少 し越え ただ けの もの

だ と割 高感 が あ る。 日本 との 間で はEMSの サ ー ビス も利 用 で き、急 ぎの書 類 も3～4日

で届 くので 安心 であ る。

郵 便 は大 学で もアパ ー トで も受 け取 る ことがで きたが、 書留 や大型郵 便物 は配達 され ず、

到着 案 内票 が送 られ て くる。 大学宛 の大抵 の ものは事務職 員が受 け取 りに行 って くれ るが、

アパ ー トの方 は全 て 自分 で800mほ ど離 れ た と ころ にあ る郵 便 局 まで受 け取 りに行 かね ば

な らな い。郵便 を 出す 場合 も、大学 で は個 人的 な もの以外 は、事 務室 へ持 って いけば切 手

も貼 ってポ ス トへ入 れて 出 して くれ るが 、個人用 や帰 国時の小包 な ど は 自分 で郵便 局 まで

持 って いかね ばな らな い。

今 回 の滞在 の ため に新 た に購 入 したパ ソ コ ンの マニ ュアル は郵 送 したが 、 それ以 外 に は

ほ とん ど郵 便 は使 って いな い。研 究用 の資 料や デ ー タの大 部分 はCDや フロ ッ ピー に入 れ

て持参 した し、文献 は現地 に あ るので持 って くる必 要 はなか った。滞 在 中に 日本 に送 る書

類 も、 スキ ャナ ーで入 力 して電子 メールで送 って もらうことが 多か った ので、郵 便で送 る

の は、 サイ ンや印鑑 が必要 な ものだ けで あ った。 こ こに もイ ンターネ ッ トの影響 が あ る こ

とを知 らされ た。

おわ りに

これ まで述 べて きた よ うに、今 回の在外 研修 にお け る情報 ・通信活 動 の多 くの面 でイ ン

ター ネ ッ トを利用 す る こととな った。従 来、新 聞や テ レビが担 当 して いた報道 の分野 で も、

電 話 、 フ ァ ックスお よ び郵便 が 担 当 して いた通 信 の分 野 で も、 それ らの一 部 を イ ンター
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ネ ッ トが担 当す るよ うにな ってい る。勿 論、 イ ンターネ ッ ト以外 の メデ ィア も利用 したが 、

それ らの利 用の範 囲や利 用法 が従来 よ り限定 されて きてお り、 イ ンターネ ッ トの影響 の大

きさを改 めて感 じさせ られ た。

在外 研修 を計 画 した時点で 、国際 デー タベ ー スをイ ンターネ ッ ト環境 に適 合 す る もの に

改良す る ことを研 究 テーマ と して いたので、研 究面 で イ ンターネ ッ トを利 用す る ことが多

い ことは当然 と思 っていた。 しか し、研 究以外 の生 活面で もこれ ほどイ ンターネ ッ トを使

うことにな る とは思 って もいなか った。 ここ数 年 間の情報 を取 り巻 く環境 変化 の め ざま し

さに改め て驚 いて いる。

最 後 に、在外 研修 中、各種 の メデ ィアの利 用 を許 可 して いただ いたUniversidadComp

lutensedeMadridと その職員 各位 、並 びに、 イ ンター ネ ッ トの利 用 に関 し色 々 ご教 示 い

ただ いた奈 良大学 情報処 理 セ ンターの職員各 位 に厚 く御礼 申 し上 げ る。
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